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1．はじめに

　今日の健康・スポーツ科学分野では，学生の
論文作成のための時間は多くはない。また，感
想文や随筆と違い論文は，科学的アプローチに
よる検証方法で書かれる必要がある。このよう
なことから，研究者になる学生はともかく，学
部卒や修士修了後に実務に就こうと考えている
多くの学生にとって，卒業論文や修士論文作成
のハードルは高い。「どうやって書けばいいの
か？」に悩まされる。さらに，今日の科学的論
文の多くは，量的な統計処理や質的なナラティ
ブ分析を要求する。これらに慣れていく必要も
ある。特に統計処理は，その根本から理解しよ
うとすれば，統計の勉強だけで学生生活の大半
が過ぎてしまうだろう。例え，特定の統計処理
の仕方だけを抽出し学ぼうとしても，どの統計
処理方法を選べばいいか悩むことになる。4年

間ないし 6年間という学生生活の時間は貴重で
あるから，統計処理を学ぶためだけに割くわけ
にはいかないだろう。
　これらのことから，論文作成にあたって，ス
ポーツ科学系の学生に理解しやすいガイドブッ
クが求められる。そのような要求に応えたもの
が，本書「健康・スポーツ科学のための卒業論
文 /修士論文の書き方」である。著者の一人
である出村愼一氏は，筑波大学体育研究科の課
程を修了しており，スポーツ科学に精通してい
る。そのような専門家が記述しているところか
らも，スポーツ科学系の学生には適切な著書で
あると言える。
　本書では次のような内容が示されている。

1） 東京情報大学
2） 静岡県立大学
3） 筑波大学
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2．本書の内容

1章　�健康・スポーツ科学における卒業論文や
修士論文とは

　本章では，論文を書き始める前の基礎的な知
識として，感想文との違いなどの「学位論文と
は何か」や，量的・質的研究の違いなどの「研
究とは何か」について，概略が簡潔に記されて
いる。

2 章　�研究にとりかかる～どんなことを研究す
るか考える～

　次に，本章では，研究テーマの設定，仮設の
設定，研究方法の選択，研究限界といった，実
際に論文を書き始める前に不可欠な内容が要領
よくまとめられている。また，論文作成におい
てよく遭遇する問題についても取り上げてお
り，さらにその解決策が記述されているなど，
読者目線で書かれている点も親しみやすくて良
い。

3 章　卒業論文・修士論文を作成する。
　いよいよ論文作成の本丸の章だが，ここも丁
寧な記述がなされている。普段は見過ごしてし
まう内容である論文のフォーマットの確認など
も指摘されている。実際に書式が図として掲載
され，論文の構成（章立てなど）も一覧になっ
ている。さらに，序論，先行研究，研究方法，
結果，考察などに関して，その中身についての
より詳細な研究プロセスがまとめられている。
このようなプロセスを参考にすれば，論文作成
は容易に進んでいくに違いない。

4 章　論文作成におけるルールや注意点
　以上に書かれた通り論文作成は進んでいく
が，本章では日本語の使い方や単位の使用方法，

図表を用いる方法のルールと注意点が記述され
ている。初めて論文を書く者にとっても，一層
完成度の高い論文作成につながる内容が記され
ているのが本章である。

5 章　研究に取り掛かるための基礎知識
　本章からは，第Ⅱ部ということで，研究そ
のもののやり方をまとめている。具体的には，
データ測定のための注意点やインフォームド・
コンセント，実験や調査研究の手順などである。
　研究では，実際にデータを取ってから「しまっ
た，これが不足していた，こうすればよかった」
と後悔することがある。しかし，この章をしっ
かり読むことにより，そのような失敗が回避さ
れる可能性は高い。実際の論文作成にあたって
は，本章から読み進めることも有効だと考えら
れる。

6 章　データ処理の基礎知識知
　本章では，データ処理について記述されてい
る。統計処理に対して苦手意識のある人にも，
基礎から記述されているのでわかりやすい。具
体的な検定方法が記述されており，実際の論文
作成にすぐに役立てることができる内容であ
る。

3．まとめ

　本書の内容については，上記のようである。
一読して最も強く感じたことは，健康・スポー
ツ科学学生にとって，論文作成について知りた
い内容がわかりやすく記述されているというこ
とである。科学的な論文作成にあたって，この
上ないほど親切な本である。学生には，是非一
読をすすめたい。早めの論文対策として本書を
活用し，有意義な学生生活を送れることを願う。
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